
今回は、第14回（平成20年度）環境保全型農業推進コンクールで大賞（農林水産大臣賞）

を受賞され、長く継続して有機農業に取り組んでいる「今治立花有機農業研究会」会長 長尾

正人さんを訪ね、農業の状況・課題等についてお話を伺いました（平成28年７月訪問）。

団 体 名：今治立花有機農業研究会

代表者名：長尾 正人

所 在 地：愛媛県今治市

取組分野：有機農業

○現在の構成員は何名ですか。また、作物の生産

・販売はどのようにしていますか？

受賞当時は９名の会員がいましたが、高齢化で

後継ぎがいなかったため、残念ながら現在は５名

に減りました。今は、私も含めて後を継いだ若者

を中心にやっています。 長尾さん

作物は、米、小麦と玉ねぎ、じゃがいも、人参、里芋、キュウリ、カボチャなどの野菜を生産

していますが作付面積は少し減りました。販売先は学校給食と有機生協への出荷が主になります

が、個々にそれぞれ販路を持ってやっています。引き合いもありますが家族経営なので面積が追

いつかず、なかなか対応できない部分もあります。

○学校給食への取組や、愛媛有機農産生活協同組合の消費者との交流は？

以前からの３校に加え、幼稚園への食材供給をさせていただいています。

学校給食への食材供給は、今は全て入札制度になっています。以前からの３校は有機栽培を優

先してくれていますが、それ以外は有機栽培だからという特別扱いはなく、慣行栽培と同じ価格

競争になるのでメリット感がありません。

学校では今も有機田で米を作っているので栽培方

法などを教えに行ったりして子供たちとの交流を続

けています。

また、愛媛有機農産生活協同組合の消費者との交

流は、以前やっていたどろんこ運動会はなくなって

しまいましたが、秋の収穫祭などは続けています。

○研修生の受け入れなどはどうですか？

今はほとんどないですね。こうした平地での有機

農業は難しいので、魅力が感じられないのではない

かと感じています。



○平地の難しさはどこにあるのでしょうか？

周辺の住宅化、慣行栽培との混在、特に水の問題が難しいです。何か混ざりはしないか心配で

すが周りの理解もあってなんとかやっています。

○水と言えば、田んぼのジャンボタニシが目についたのですが？

最近５、６年で急激に増えましたね。

ポット苗の成苗植えなので食害を受けるようなこ

とはないし、雑草を食べてくれるので除草にはいい

んですが、藻などもなくなってくると植物プランク

トンを餌にする生き物が減ってきて生態系が崩れま

す。

今、田んぼを見ればわかるように、昔と比べると

本当に生き物が減ってきて、特定の生き物しかいな

いような状況が多くなっています。

有機というのは、いろんな生き物がいる環境があ

るべきですが、ジャンボタニシによって生態系が崩

れると全体のバランスが崩れ、病気にも弱くなるので

はないかと心配しています。

○組織の立ち上げから関わってきたお父さんたちは今も農業をやっていますか？

やり方は色々と教わりましたか？

現在も一緒にやっています。

私は元々農業はやる気がなく、県外で建設関係の仕事をしていたんですが、たまに帰ってきて

田んぼを見ていると気持ちが和むし、販売先など父たちが築いてくれたものもあったのでやって

みることにしたんです。

帰ってきて12年程になります。最初の１年２年は習うことが多かったのですが、後は父の理解

があったため自分に任せてくれました。販売に関しても一部分を任せてもらい、苦労はしました

がやりがいはあったのでありがたいと思っています。

販路があったことが恵まれていると感じています。

○今の課題は何でしょうか？

養鶏から出る糞を使って堆肥作りをしていました

が、養鶏業を辞めたので堆肥作りをどうしていくか

が一番の課題です。

ずっと自家製のものを使ってきたのでそれを変え

るとなると、材料の選定から作り方まですべて一か

らやり直しです。今までの堆肥と違ってくると施肥

体系を見直す必要があると考えています。

○今後の展望をお聞かせください。

有機でなくても就農者が少ない中で厳しいところ

ですが、今やっているメンバーで出来ることをやっていくしかないと思っています。

年齢を重ねても長年続けていくために、効率化するための技術は積極的に取り入れていくし、

これから直面するであろう様々な問題や課題にもメンバー全員で考えながらやっていきたい。


